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第 2 章　日本の政府開発援助の具体的取組 ／ 第 1 節 課題別の取組

　また、日本は、採取産業透明性イニシアティブ
（EITI）〈注58〉を積極的に支援しています。EITIは、石油・
ガス・鉱物資源等の開発において、採取企業が資源産
出国政府へ支払った金額を、政府は受け取った金額を
報告し、資金の流れの透明性を高めるための多国間協

力の枠組みです。39の資源産出国と日本を含む多数
の支援国、採取企業やNGOが参加し、腐敗や紛争を
予防し、成長と貧困削減につながる責任ある資源開発
を促進することを目指しています。

注58　採取産業透明性イニシアティブ　EITI：Extractive	Industries	Transparency	Initiative

　2014年3月、バングラデシュの首都ダッカ郊外のナラヤンガンジ市で、CO2排出量を抑え、熱効率性を高めた「ハリプー
ル新発電所」の運転が開始しました。
　バングラデシュでは、近年の電化率の向上や工業化の進展のため、電力供給が電力需要の増加に追いつかず、2014年
には、潜在的な需要である9,652メガワット（MW）に対し最大供給実績は7,536MWと、供給能力は需要の約8割にとど
まっています。加えて今後10年間、年率約10%の電力需要の増加が見込まれています。
　ハリプール新発電所には、単独の火力発電所としては国内最大級の412MWの発電能力があります。ガスと水蒸気を利
用する「コンバインドサイクル発電所」で、ガスタービンは三菱重工、蒸気タービンは富士電機が納入するなど、要

かなめ

となる機材
に日本の技術を活用しています。この発電所の熱効率は、これまでの同国内のガス火力発電所と比べ2倍以上に当たる約
56％と、技術的に最先端の発電所です。また、建設から発電開始まで実質36か月でこぎ着けて、公共事業が遅れることが多
いバングラデシュで関心を集めました。
　また、事業の持続性を高めるために、ガスタービンの維持・管理について
「長期メンテナンスサービス契約」が日本のメーカーとの間で締結されること
になっています。具体的には、メーカーによる希少部品の安定供給に加え、5
〜6年間をワンサイクルとするガスタービンの定期的な検査が行われるので
すが、それを通じて、発電所職員に対して運営や維持・管理についての指導が
行われます。こうして最先端の発電所が、同国の発電所職員によって長期に
わたって安定的に維持・管理される体制が構築されています。（2014年8月時点）

　ケニアのピーク電力需要は、経済成長と人口増加により、2010年の1,227メガワット（MW）から2030年には12,738〜
22,985MWへと大幅に増加すると予測されています。しかし、2011年の時点で発電設備容量は1,593MWであり、今後大
規模な電源の開発が必要な状況です。
　ケニア政府はポテンシャル7,000MWともいわれる地熱資源に着目し、2009年にはケニア電力公社（KenGen）から地熱
部門を独立させて、地熱開発公社（GDC※1）を設立しました。そして、地熱エネルギーの発電設備容量を5,300MWまで引き
上げる計画を進めています。
　こうした計画の下、GDCは試掘などを実施していますが、適切な掘削地点を選定できない、狙ったターゲットを掘り当てら
れない、持続可能な蒸気生産量を見極められないなど、技術面での問題があ
り、探査・掘削・貯留層評価といった技術の向上が課題となっています。この
プロジェクトでは、日本から専門家を派遣するとともに、毎年22名程度を対象
として掘削技術や貯留層評価の技術を身に付ける1か月間の日本での研修
を実施しています。また、機材供与を行い、	GDCの地熱開発促進を後押しし
ていき、協力期間である計4年間で500名規模のGDC職員の能力向上に寄
与する見込みです。（2014年8月時点）

※1　GDC：Geothermal	Development	Company	Ltd.

バングラデシュのハリプール新発電所の外観（写真：JICA）

ケニアの地熱開発現場における掘削指導の様子
（写真：JICA）

ハリプール新発電所建設計画（II）
有償資金協力（2009年3月～実施中）

地熱開発のための能力向上プロジェクト
技術協力プロジェクト（2013年9月～実施中）
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